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2017年度決算概要 



（単位：億円） 
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16年度 
実績 

17年度 
実績 

対前年比 (参考)17/5公表ﾍﾞｰｽ 

増減額 増減率 予想 差異 

受注高 932.2 990.4 58.1 6.2% 1,000.0 ▲9.6 

売上高 842.3 903.2 60.9 7.2％ 950.0 ▲46.8 

営業利益 52.2 71.1 18.9 36.2％ 76.0 ▲4.9 

経常利益 54.4 70.3 15.9 29.2％ 70.0 0.3 

当期利益
(※) 

39.8 52.6 12.8 32.1％ 49.0 3.6 

(※)親会社株主に帰属する当期純利益 

 ２０１７年度連結決算 



16年度 
実績 

17年度 
実績 

対前年比 
増減額 増減率 

モーション機器 受注高 
受注残高 

382.1 
217.7 

412.0 
257.6 

29.9 
39.8 

7.8％ 
18.3% 

パワーエレクトロ
ニクス機器 

受注高 
受注残高 

354.9 
177.4 

405.7 
221.3 

50.8 
43.9 

14.3％ 
24.7％ 

サポート＆ 
エンジニアリング 

受注高 
受注残高 

195.2 
63.2 

172.7 
66.6 

▲22.5 
3.4 

▲11.5％ 
5.4％ 

計 受注高 
受注残高 

932.2 
458.2 

990.4 
545.4 

58.1 
87.2 

6.2％ 
19.0％ 
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（単位：億円） 

好調なFA・半導体業界、および公共工事等が増加 

 セグメント別業績総括(受注高) 



16年度 
実績 

17年度 
実績 

対前年比 
増減額 増減率 

モーション機器 売上高 
営業利益 

339.1 
11.9 

372.1 
19.7 

33.0 
7.8 

9.7％ 
65.6% 

パワーエレクトロニクス
機器 

売上高 
営業利益 

322.9 
28.8 

361.8 
43.4 

38.9 
14.7 

12.1％ 
50.9％ 

サポート＆ 
エンジニアリング 

売上高 
営業利益 

180.3 
11.5 

169.3 
8.3 

▲11.0 
▲3.1 

▲6.1％ 
▲27.3％ 

計 売上高 
営業利益 

842.3 
52.2 

903.2 
71.1 

60.9 
18.9 

7.2% 
36.2% 

6 

（単位：億円） 

 セグメント別業績総括(売上損益) 

好調なFA・半導体業界での設備投資の増加、堅調に
推移した公共投資により増収増益 
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BRIDGE100の総括 

中核/海外事業伸ばすも売上目標届かず。利益は達成 
13年度実績 
（初年度） 

17年度目標 
（最終年度） 17年度実績 

受注高 753億円 1,050億円 990億円 

売上高 743億円 1,000億円 903億円 

営業利益率 3.2％ 8.0％ 7.9％ 

（営業利益） （24億円） （80億円） （71億円） 

経常利益率 2.8％ 7.0％ 7.8％ 

（経常利益） （21億円） （70億円） （70億円） 

ＲＯＡ(※) 2.7％ 8.0％ 6.7％ 

有利子負債残高 315億円 300億円以下 229億円 

ネットＤＥレシオ 0.91倍 0.6倍以下 0.40倍 

(※)ROA=営業利益/総資産 



新中期経営計画概要 
SINFONIA ABC 
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新中期経営計画の基本方針 

中期経営計画 

 
 ・先進技術を活用した技術開発力の更なる強化 
 ・強固な収益性と健全な財務体質の確立 



新中期経営計画の基本戦略 
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1.中核事業の拡大 

3.次世代ビジネスの創出 ４.積極的な投資による 
  生産力増強 

2.海外事業拡大 
  『航空宇宙事業』 
  『モーションコントロール機器事業』 
  『クリーン搬送機器事業』 
  『振動機器事業』 
  『エンジニアリング事業』 
を中核5事業とし、リソースを重点的に配分する。 

中国・米国・ASEAN中心 
海外売上高比率30％以上 
          （2020年度） 

 『再生医療』 
 『自動車』 
 『半導体』 
 『航空・宇宙』 
 『ロボット等生産システム』 
に積極的な開発投資 
 

『半導体、自動車、FA関連等 
 好調業界向け増産対応』 
『生産性改善対応』 



SINFONIA ABC 2020 

 中期経営計画の数値目標 

20年度 1,100億円 
 
  17年度 903憶円 

      売上高      営業利益率 

20年度  9.0％以上 
 
  17年度 7.9% 
 

      ROA(※) 

20年度  6.0％以上 
 
   17年度 5.0％ 

      純資産比率 

20年度 45.0％以上 
 
  17年度 38.8％ 
 (※)ROA=親会社株主に帰属する当期純利益/総資産 
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 中核事業 ①航空宇宙事業 
取り組み 

●防衛省向け次世代航空機用電源システム、 
  電動アクチュエータ等の新規開発 

●H3ロケット用アクチュエータにエンジン監視・制御を加えた 
 機体制御システムの開発 

●将来の事業拡大に向けた民間航空機向け 
 電源システム等の開発 

141 155 175 

0
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100
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200

16年度 17年度 20年度 

航空宇宙事業 
（単位：億円） 売上高 
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 中核事業 ②モーションコントロール機器事業 

車載用アクチュエータ 
(「人とくるまのテクノロジー展2018」での様子) 

165 202 
270 
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200

300

16年度 17年度 20年度 

モーションコントロール機器事業 
（単位：億円） 売上高 

取り組み 

●FOMM様向け小型EV用駆動システムの生産開始 

●FA向け製品のシェアアップに向けた製品改良 

●日産自動車様向け車載用アクチュエータの量産移行 

超小型ブレーキ 

●サービスロボット向け超小型ブレーキの拡販 
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 中核事業 ③クリーン搬送機器事業 

125 132 
200 
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16年度 17年度 20年度 

クリーン搬送機器事業 

取り組み 

（単位：億円） 売上高 

●需要急拡大の中国への進出 

●高付加価値EFEMシステムの拡販 

●再生医療関連分野の開発本格スタート 

ウエハソーティングシステム 

LP＋ＥＦＥＭ＋真空プラットフォーム 
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 中核事業 ④振動機器事業 

画像処理システム付 
パーツフィーダ 振動乾燥・冷却装置 

振動スクリーン 

84 104 
130 

0

50

100

150

16年度 17年度 20年度 

振動機器事業 

取り組み 

（単位：億円） 売上高 

●IoTを活用したインテリジェンス振動搬送システムの拡販 

 中国製鉄業向け大型電磁フィーダの拡販 
 インドネシア鉱業向け振動搬送システムの拡販 

●中国・ASEANの製鉄・資源開発業界向け振動搬送システムの拡販 
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 中核事業 ⑤エンジニアリング事業 

各種設備工事 

120 116 
155 

0

50

100

150

200

16年度 17年度 20年度 

エンジニアリング事業 

取り組み 

（単位：億円） 売上高 

●中国での半導体製造工場の搬送設備工事の本格受注 

●半導体製造装置の設置工事の受託 

●植物工場の設備工事の受注獲得 

半導体製造関連 

道路施設関連 

温浴施設関連 

植物工場関連 



20.3% 21.6% 21.5% 22.1% 
30.0% 

0

100

200

300

400

15年度 16年度 17年度 18年度 20年度 

その他 
北米 
アジア 
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 海外事業拡大 
ポイント 

●中国  ：半導体関連(製造装置向け機器・設備工事)の受注拡大 

●米国  ：モーションコントロール機器(自動車関連機器)の受注拡大 

●ASEAN：タイ・インドネシアにおける振動機器の拡販 

（単位：億円） 

海外売上高/比率 
330 

210 194 182 162 



 次世代ビジネスの創出 

64 

106 

0

50

100

150

過去3年 新中期 

開発投資(億円) 

 『再生医療分野』 
 『自動車分野』 
 『半導体分野』 
 『航空・宇宙分野』 
 『ロボット等生産システム分野』 

注力分野 



開発中細胞培養システム 

神戸医療産業都市推進機構様との連携で 
IPS細胞自動培養システムの国際規格取得目指す 

 次世代ビジネスの創出① 
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 次世代ビジネスの創出② 
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自動車搭載アクチュエータに参入 
日産自動車様 北米向車両に採用 

世界初の「アクティブトルクロッド」を共同開発 

当社独自開発のレシプロモータを応用し、エンジンダウンサイジングにおいて、 
要求される静粛性を実現 



超小型ＥＶ駆動システム納入開始 
FOMM社様EVは、2018年の後半にタイで発売後、 

2020年までに日本や中国、欧州などでも販売開始予定 

 次世代ビジネスの創出③ 

21 



 積極的な投資による生産力増強 

22 

90 

157 
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過去3年 新中期 

設備投資(億円) 
クリーンルーム増設 

   製造エリア拡張 

自動機導入 

好調業界向け製品の増産対応 

生産性改善 



 積極的な投資による生産力増強① 
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ロードポート 

製品領域の拡大に伴い、クリーンルーム増設 

クリーン搬送機器のクリーンルーム増設 

ウエハ搬送プラットフォーム 
EFEM 



 積極的な投資による生産力増強② 
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サーボシステム用電磁ブレーキ 
 動線分析による作業効率ＵＰ 

 ブレーキ組立エリアの拡充 

 当社独自摩擦材成形ロボット導入 

 自動すり合わせ試験機増強 

 部品加工用工作機械の増設 
 

ＦＡ電磁クラッチ・ブレーキ増産投資 



2018年度通期見通し 
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17年度 
実績 

18年度 
見通し 

対前年比 
増減額 増減率 

受注高 990.4 1050.0 59.6 6.0％ 

売上高 903.2 950.0 46.8 5.2％ 
(%) 
営業利益 

7.9% 
71.1 

8.2% 
78.0 

 - 
6.9 

0.3% 
9.7％ 

経常利益 70.3 75.0 4.7 6.6％ 

当期利益(※1) 52.6 54.0 1.4 2.8％ 
ROA(※2) 5.0% 5.0% - 0.0% 

(※1)親会社株主に帰属する当期純利益 
(※2)ROA=当期利益/総資産 

（単位：億円） 

 ２０１８年度連結通期見通し 
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（単位：億円） 

 セグメント別見通し(受注) 

17年度 
実績 

18年度 
見通し 

対前年比 
増減額 増減率 

モーション機器 受注高 412.0 405.0 ▲7.0 ▲1.7％ 

パワーエレクトロ
ニクス機器 受注高 405.7 440.0 34.3 8.5％ 

サポート＆ 
エンジニアリング 受注高 172.7 205.0 32.3 18.7％ 

計 受注高 990.4 1050.0 59.6 6.0％ 



17年度 
実績 

18年度 
見通し 

対前年比 
増減額 増減率 

モーション機器 
売上高 
営業利益 

372.1 
19.7 

390.0 
22.0 

17.9 
2.3 

4.8％ 
11.7％ 

パワーエレクトロ
ニクス機器 

売上高 
営業利益 

361.8 
43.4 

370.0 
47.0 

8.2 
3.6 

2.3％ 
8.3％ 

サポート＆ 
エンジニアリング 

売上高 
営業利益 

169.3 
8.3 

190.0 
10.0 

20.7 
1.7 

12.2％ 
20.5％ 

計 
売上高 
営業利益 

903.2 
71.1 

950.0 
78.0 

46.8 
6.9 

5.2% 
9.7% 
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（単位：億円） 

 セグメント別見通し(売上損益) 



本資料中の業績予想、見通し及び事業計
画については、現時点における将来環境
予測等の仮定に基づいております。 

本資料において当社の将来の業績を保証
するものではありません。 

 将来予測について 
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